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本稿 では,規 範や制度化に関す る意思決定モデ ルを,RDを 用 いて分析 する。
規範についての社 会学的分析 は数 多いが,そ れ を数理的 モデルとし.て扱 った も
のは少ない。本稿 ではア クセルロ ッ ドによって示 された,規 範概 念 とその メタ
規範 との区別を手掛 か りに,代 替案選択 に関す る規範概念 と学習 を含む,よ り
複合的なモデルにつ いて分析す る。
アクセル ロ ッドは,n人 囚.人のジ レンマ問題 を拡張 し,「裏切 り(大 胆 さ〉」
と 「協 力」 とい う代 替案選択 と,そ の代替案選択 に対す る規範的態度 とな る,
「裏切 り者を見 つけたら罰す るか否か」 とい う規範的代替案 を同時に含む意思
決定モデルを考 案 し,こ れを規範 ゲーム(NormGame)と名付 けた(〔1〕〉。
そ こではプ レーヤ(エ ー ジ.エン ト).は裏切 りと協力の二つの態度 を選択で きる。
またエージ ェン トは規範 を維持す るために裏切 り者 を罰す るか罰 しないか とい
う レベ ルの選択 も同時に行 う。
ここで規 範 と呼ばれているのは,個 々のエ ージェン トの行為(代 替案選択)








ことで ある。 このように代替案選択の形で表され る行為 に対す る評価 的な行為
としてエージェ ン ト自身が与 える,自 律分散 的な評価 とサ ンクシ ョンの枠組み
をアクセルロ ッ ドは規範 と呼 んでい る。 ここで我々が 自律 的エージ ェン トに対
して導 入 した間接制御 とい う.一.一種の境界制御を考え る。 これは政府 のよ うな中
央 的なエージェ ン トが モニタ リングとサ ンクシ ョンを与 える形で エージェ ン ト
の 自律 性 を前提 とした行為 の間接制御概 念で ある(〔2〕,〔3〕)。これ に対 し
て,後 で示 すよ うにここで の規範概.念は分散的で相互参 照に基づ いた間接制御
概 念の拡 張になっている。
アクセル ロ ッドは この規 範ゲーム を遺伝 アル ゴリズムを用 いて シ ミュ レー
シ ョンしてその性 質を解析 した。 これ は画期的 なアプローチであ った。通常,
この クラスの複雑 さを もった問題 を理論的 に扱 うことは難 しい。そ こで社会科
学が しば しば陥 りが ちなのが,計 量的 モデルの罠 と,シ ンプルなモデルか らの
過剰な コンジェクチ ャーの罠 それ に規範的 な解釈の罠であ る。計量 モデルは
システム分 析を行 うものならたい てい知 ってい ることではあ るが,説 明変数が
.卜分多ければ短期 的に現象 にフ ィッ トさせ るの は容易な ことであ る。社会科学
の計量モデルの多 くが,計 量 に拘泥 し,こ の基本的 な部分 に隙があ るように見
え る。 これに対 してゲーム理論 の分析 などは単純 なモデ ルか ら現実の問題 に対
して過剰な コンジェ クチ ャーを.うえが ちで ある。数理モ デルとしての隙はな く
て も,そ こにはモデルの正確性が コ ンジェクチ ャーの正当性 を保 証す るとい う
誤解がない とは言えない。更に問題 に思 えるのは規範的 なモ デル設定であ る。
人間が合理的に動けば こうなる筈 であるという規範的 なモデ ル設定は,し ば し
ぼモデ ルその ものの貧弱 さを覆い隠す最大 の.武器 になる。
経済学の.合理的意思決定モデルは,こ のような多 くの問題 を抱 えてあち こち
で行 き詰ま っているよ うに見 える。 これ に対 し,国 際政治学者であ るアクセル
ロ ッ ドの アプローチは,ま ず明か に しなけれ ばならない現象があ り,そ の特性
に応 じたモデルを捜 し求めている。彼 の言 によれば,冷 戦終結後の世界の問題





そ こで彼 は新 しい道具立 てを既存 の常識 にとらわれず に捜 し求めた。その結果
彼が,出 会 ったのが,自 律 的エージェ ン ト集団 を解析す る手法 としての遺伝 ア
ルゴ リズムであった。
アクセ ルロ ッ ドのモ デルで は,評 価 的態度 としての規 範的態度 を取 るエー
ジェ ン トは,裏 切 りものを罰す るコス トがかか るため に,次 第 に裏切 りものを
罰 しない ことをエージ ェン トが学習 して規範 的態度が次 第に低下す る。その結
果最終的 には全てのエー ジェン トが裏切 りものだ けになって しまうとい う結果
が得 られた。 これは,遺 伝 アル ゴリズムによるモデルで得 られ たもので ある。
この結果 を もとに,彼 は更に裏切 り者を罰 しない ものを罰す る とい うメタノル
ムが入 るこ とで この規範的態度の崩壊を防げる とい うシミ土レーシ ョン分析 を
行 ってい る。
下図はア クセルロ ッ ドの シ ミュレー シ ョン結果である。X軸 は裏切 り的態度
を取 る人間の比率,Y軸 は裏切 りものを罰す るとい う規範 的態 度を取 る人間の
比率 である。第1図 で は規範的態度が低下 して最後に裏切 り的態度 が上昇す る
過程 が示 され ている。第2図 で は,メ タノル ムを導.人する ことで この規 範の崩

































この アクセルロ ッドの規範 に関す る分析 は,多 くの示唆 に富んでい る。 と り
わ け 「基本的な行為 の代替案 の選択」 と 「それ に対す る評価(規 範)的 な態度
の選択」 とい う二つの レベルは異 なるが相互 に関連 しあ う代替案選択の問題 と
して規範概念 を捉 え,そ れ を簡 単なゲームの形で表現 した ことにアクセル ロ ッ
ドの優れた着想があ る。以..ドで は我 々はこの2重 の選択の階層 を,基 本的行為
(代替案)の レ.ベル とそれ に対 す るエー ジェ ン ト自身に よる分散 的な評価 的行
為(代 替案)の レベル と呼 んで 区分す る。そ の.ヒで我々は この アクセル ロ ッド
の分析 を拡張 しこの.重 の代替案選択 の理論 モデルと してモデ ル化を試み,規
範概念のみ ならず代替案選択 とそれ に対す る評価の代替案選択を含む広範な意
思決定問題の クラ.スが存在 し,そ れが社会経済 システムの制度の設計に とって
極めて重要であ ることを明か にす る。 とい うのは,エ ー ジェ ントの行為をある
モ ニタ リング確率 で観察 して,そ れ に対 して報酬(支 援)や 罰則の形でサ ンク
シ ョンを与 えることで エージ ェン ト自体が 自律的 に行為を変化させ ることを 目
.的 とした間接 制御 の枠組が,何 らか の中央型の行政主体に よるメカニ ズムのみ.
ならず,エ ー ジェン ト自体 による分散的 なメカニ ズムにまで拡張されるか らで
あ る。 この ような条件下で行政 のよ うな中央的主体は,エ ー ジェン トの規範 的
行為その ものを支援 した り罰則 を与 えるとい う高次の間接制御 を行 う可能性 が
生 じるのであ る。
そ こで ば,レ プ リ.ケ一 夕ダイナ ミクス(RD)と 呼ばれ る学 習 を含む意思 決
定 のマ イ クロ.ダイ ナ ミクス とその分 岐の手 法 が用 い られ る(〔4〕,〔5〕)。
我々は規 範 ゲー ム.を比 較的 シンプルな2変 数+規 格化条件 か らな る1次 元RD
.が二つ カ ップリングしたモデルで表現す る。 この カ ップリングモデルは2次 元
の空間で表現 され る。 この カ ップ リングの効果 として我々は規 範が行為 に示す
影響 や,特 定 の行為 の代替案 を選択す る人数が規範に及ぼす影響な どを解析す
ることが 可能 となる。.
我 々のRDを 用い た規 範 ゲームのモ デルでは,ア クセル ロ ッドの遺伝 アル
ゴリ.ズムを用 いた シミュレー ションモデ ルと異な り,数 理的なモデルが 明示 的
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に与 えられその大域的な軌道 に関す るシ ミュレーシ ョン結果が示 され る。なお
アクセルロ ッドのモデ ルでは,エ ー ジェン トが互い の行為 を見 るとい う分散 的
なモニ タ リングの確 率がSeeと い う変数 として陽 に扱 われてい るが,本 稿 の
範 囲では単純化 の ため にこの変 数を省略 してい る。 また我 々が ここで用 い る
RDは,ゲ ーム論的相互作用か ら導か れた もの とは限 らない。RDは その構造
上,エ ージェ ン トは戦略全体の平均利得 と自己の採 用 している戦略 の平均利得
が比較で き,そ の差 によって マクロな社会学習が進んで 全体平均 よ りも利得 の
高い戦略はそれ を採用す る人数が増 え,低 い戦略はそれを採 用す る人数が縛 る
とい うマ クロ入口動 学であ る。 ゲーム理論的 な相 互作用 か らRUを 導 くのは.
平均利得を計算する一つ の方法 に過 ぎない。
RDの拡張とそのボ トムアップな構成
物理学の世.界では,ミ クロな相 互作 用か らマクロの状態発展方程式 を導 く方
法が様 々に工夫 されて きた。意思決定 に関 して,こ のよ うな ミクロとマクロを
つ な ぐダイチ ミクスに関す る研究は,決 して十分 な もので はなか った。
RDは 代替案 レベ ルでのマ クロダイナ ミクスであ るが,こ の問題 に一石 を投
じる枠 組 みを提.供.して くれた。 オ リジナ ルのRDの 議論 は ゲー ム理 論 と密接
に結 び付 いてるが,我 々はこれをエー ジェン トの学習の動学 として拡張す るこ
とで,よ り広範 な問題,特 に構造変動や制度設計の問題 に適 用で きる ことを示
す 。具体 的に本稿で は,い わゆ る規範概念のモデル化のために この枠 組みを用
い ることが可能で ある ことを示す。.
一般 に,{a,blとい う代替案集合 に対 して,エ ー ジェ ン トがその代替案を選
択 した ときの平均利 得 を計算す るこ とで,RDに よるマ クロな社会学習モデル
は構成 され る。RDそ の ものは,マ クロな代替 案選択の人口動学であ る.が,そ
れ は個 々のエー ジェン トの平均利得 をボ トムア ップに求 めるこ とで ミクロな相
互作用 モデルか ら構 成 され る。
この平均利得の構成法 と して知 られているのが,ゲ ーム理論的 な相互作用を
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表す利得 表か らこれ を導 く方法であ る。RDと2人 非協力 ゲームの解 の間の関
係 につ いて織 既 に広 く知 られて い る。 しか しRDは,代 替 案選択 の学習 に
関す るよ り一般的 なダイナ ミクスであ り,エ ージ ェン トの代替案 選択 に関す る
平均利得 と,全 体 と してのエー ジェン トの平均利得 を,エ ージェン トが行 う相
互作用や何 らかの外的な場 の影響 としてボ トムア ップに構成す ることがで きれ
ば よい。そり意味で,我 々はエージェ ン トの代替案選択 に関 して得 られ る平均
利得を基礎的な変数 として,そ こか らモデルを構成す るアプローチ を採 用す る。
これによ ってゲーム論 的な相互作用 の枠組み を.含みつつ,そ の解釈か ら自由に
















択 に関す る利得とその学習の ダイナ ミク.スとしてRDで 基本モデルが与えら
れる。 この基本モデルに峠,先 に述べた間接制御の概.念が適用できる。.我々が
規範と制度化の階層的意思決定モデル.(101)7
もともと導入 した間接制御の概念 は,政 府の ような オー ソリテ ィによる,罰 金
や保証金による平均利得 の調整 とい う意味 を持 っていた(〔2〕,〔3〕)。
更に我々は,基 本的代替案 に関す る規範 を表現す るモ デルを導入す る。その
ため に我々はエー ジェン ト自身が,当 該の代替案 に対 して,そ れ を支持 した り
サ ンクシ ョンを課す態度を取 る と仮定す る。アクセルロ ッ ドのモデルで は,n
人囚人 ジ レンマ問題 に対 して,裏 切 り者を罰す る とい う規範 的態度が仮定 され
ていた。 しか し後 ほど見 るように,ひ とた.び抽 象化 されたモデル枠組みで 問題
を定式化す る ことがで きれば,こ の規範的態度に関 して も様 々な可能性 を分析
す る ことが可能で ある。 この規範 的態度の選択 に関 して も同様 にRDの モデ
ルが構 成可能 とな る。また規範 的態度 に対す る間接制御概念 も同様に導入する
ことがで きる。更 にこの規範 的態度 の選択 に関す る態度 と しての メタ規範的態
度 にまで モデルを拡張す ることがで きる。 ア クセルr1ッドのモデ ルで は,こ の
メ タ規範 的態度 は,裏 切 り者を罰 す るとい う規範 的態度 を取 らない もの を罰す
るとい うもので あった。我 々は後ほ ど,こ の メタ規範 に対 して も間接制御 の概
念 が有効 である ことを示 そ う。 この ような概念 の メタ化は,何 階層で も深 くす





















これ らの関係 は第3圓 で示 され る。
我 々は,規 範 的態度 モデルや 更に,.それに対す るメタ規範的態度或いは,規
範 的態度 の間接制御 モデルを構成す ることで,間 接制御 の概 念を高次化 するこ
とが.;if能で ある。
11規 範ゲ ーム とそのRD分 析
規範ゲーム.
まず アクセル ロ ッ ドの規範ゲー ムを,RDに よって再定式化 する ことを試 み
る。そのために下記 のような簡単 な2次 元のRDを 用い る。
ただ しここでは簡単 のた めにエー ジェン トが他 のエー ジェン トをモニ タリン








このモ デルを解析 す るのに,厳 密 な分岐理論解析 をず ること も可能であ るが,
本稿 ではその大域 的な性 質 とその制度 のあ り方 による構造変化を見 ることが目
的であるので,様 々な初期値か らの シ ミュ レー シ ョンによる相図の解析 に とど
め る(〔2〕)。従 って本節 の シ ミュ レー ションの意 味は,遺 伝 アル ゴ リズムを
用 いた発見的 シ ミュ レー シ ョンとは異な り,あ くまで理 論をたてた上で のその
解析の補助手段 と しての数値 シ ミュレーシ ョンである。
この シ ミュ レー シ ョセの結 果は第4.図で示 され る。図で横軸 は,裏 切 り的態
度の 人口比,縦 軸 は裏切 り者を罰す る規 範 的態 度の 入Li比(pd)を示す。協
















復讐 度(v)と 呼 び,そ の人口比 は.PVで表現 されている。 このモデルで は,
協力 的態度 を取 るエージェ ン トの平均利得は,裏 切 りものの人口比率 に応 じて
一1の 損失 をこうむる一方で,裏 切 りものは協力 者か ら3の 平均利得 を得 る。
これ だけの仮定で あれ ばPdは す ぐ ユにロ ックす る。 しか しここで は裏切 りと
いう行為 に対 して復讐 とい う規範的態度が想定 されている。 これ によ り裏切 り
の平均利得 は低下す る。 これは上式でEDの 中の 一9XPVと い う項 で示 され
る。 また規範的態度 つ ま り復 讐 を行 うエー ジェ ン トは,そ れ に よって 一2と
い うコス トを払い,平 均利 得は一2×(1-PC)となる。
PCに関す るゆ らぎの入 らない,こ のモデ ルで は一定 以上Pvが 大 きい初期
値か ら出発 した場 合,PC=1に ロ ックす るため,一 見 す ると協 力的態度の維持
とそれをサポー トする一定程度 の規範が成立 してい るように見 える。 しか しア
クセ ルロ ッドの遺伝 アルゴ リズムを用いた シミュ レー シ ョンでは,こ の ような
ロックは成立 していないよ うに見 える。 この差 は,基 礎 とな るモデ ルを検討す
ることで 明か となる。
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この基本モ デルで嫁,協 力的態度が1に なった ときには,復 讐度 の低下が止
ま ってい る。 これ は復讐対象がいな くなる ことで,モ デル上復讐度 の変化が な
くなるか らで ある。 しか し実際の代替案選択 には,多 少のゆらぎがっ き もので
あ る。 アクセルロ ッ ドのモ デルでは この ようなゆ らぎは,戦 略の突 然変異 など
で表 現 されてい る。そ こで我 列 よPCに 関す るゆ らぎのあるモデルを導入す る。
ここでは確 率的な小 さなゆ ら ぎを仮定 した。す ると第5図 のよ うに,最 終的に
復讐度がOと な り裏切 り解が1と なる結果が得 られ る。 ここではゆ らぎの結 果
と して ノルムが崩壊 してい くメカニズムが シミュレー シ ョンされてい る。 これ
はアクセルロ ッドの遺伝 アル ゴリ.ズムのシ ミュレー ションで得 られた結果にほ
ぼ対応す る もの となってい る。
このゆ らぎを考慮 した規範 ゲー ムでは,.規範 の崩壊 には時間がかか るが,ひ
とたび崩壊が進 む と急速 に裏切 りものが増 え るとい う時 間特性 を持 って お り,
規 範の崩壊 過程 に関 して示唆 に富 んでい る。
規範と制度化の階層的.意思決定モデル 〔105)11
メタノルム
アクセルロ ッ ドは,こ の規範の退化 をどの ように した ら防 ぐことがで きるか
を分.析し,メ タノルムという概念 を提起 してい る。 これは裏切 り者を復讐す る
か しないか とい う規範 的代替案の選択その もの を対 象 とした メタ規範 的態度 を.
「 導 入す るこ とで行われ る。 メタ規範的 な代 替案は,裏 切 り.者に復讐 しない もの
を罰す る とい う形で導入 され,こ れ によ り復 讐度の低下 とノルムの崩壊が食い
止 められることがや は り遺伝 アルゴリズムのモデルによ って示 された。
この アクセル ロ ッドの メ タノルム概 念 を我 々のRDを 用いた下記 の ような
枠組 みでモデル化 してみ る。 ここでは,.PMVで メタ規範 的態度 を取 る人 間の











この とき,EMVつ ま りメタ規範的態度 を取 る人の平均利得 は,メ タ規範 的
態 度 を取 る.ことの コ ス トを 一2と して,一2x(1-PV>と な る。 こ こで は
Env=一9×PMV×PCと い う形で,復 讐 的行為 を行わ ない人 は,メ タ規範 的
態度を取 る人に罰せ られ るこ とで平均利得が低下す る。
第6図 は,以 前 と同 じく縦 軸がPV,横 軸 がPdを 表わ し,メ タノルムの初
期値 を02,0.5;G.8と変 え,更 にPdの 初期.値を変 えてシ ミュレ三 シ ョンし
た結果 が示 され ている。.ここで は初期の メタノルムの度合 いが小 さい ときには
?12(106)第164巻 第2号
第6図 メタ規 範 を導 入 したRDに よ る 規範 ゲ ー ム モ デ ル
PV
Pd
Pdが1に ロックすることがあるが,か なりの度合いで復讐度も上昇 し,基本
的行為の代替案 も協力解にロ ックする。
なお本来裏切 り的態度を取る人が,復 讐的行為(規 範的態度)や メタ規範的
態度を取ることはおか しいが,こ こでのモデルではこのような境界条件として




この規範や メタ規範は,ど のよ うな論理的 メカニズムで成立す るのであろ う
か。.アクセルロ ッドのモデ ルは,ま ず規範 の構造 を シンプルにモデ ル化 し,そ
こで の規範 の崩壊の可能性 を人工生命 の手法 を用 いた計算機実験 によって示 し.
た ことに大 きな意義があ った。だが遺伝 アルゴリズムその もの は,複 合的な ア
ル ゴリズムであ り.,その結果 を理論 分析,構 造分析す るにはあ ま り適 してはい






トの平均利得か らボ トムア ップに構成す ることで よ り理論的検討が容易なモデ
ルをこの問題に対 して構 成 した。
シス テムの制度的構造 変動 を表す モデルと して力学系 の分岐 とい う概 念が有
効であ る。 この規範のモデルでは,そ の力学系が顕著 な特徴 を持つ。それは規
範的態度の変数が,よ り下位 の行為 の代替案 に関す る力学系 に対 して,構 造パ
ラメー タの ように振 る舞 う形 となっていることであ る。上記の規範のモデ ルで
言 えば,PVを 分岐パ ラメー タと考 える と,ベ ース とな る態度 変容モデルが,
PVを 軸 に第7図 の よ うに左(PC=1)に ロ ックす る解 と右(Pd=1)に ロッ
クす る解 に分岐 してい る と見なせ る。 そ して,こ のPV自 身 に関す るダイナ
ミク スか らPVが 高い ところが ら始 まった解 の軌跡 は,一 旦 規範.(協力 解)
































を分析,設 計 する ごとが 円.能となる。 また少数の信念 を持 った個体 の持つ意味
やゆ らぎの役割 な どについ てもよ り詳細 な分析が可能 とな る。
例 えば,一 般 に人間集団 の中には,確 信犯的な信.念を持 つ個体が いる。 この
よ うな少 数個体 が存 在す る ことを仮 定す る と,シ ミュ レー シ ョンの結 果が変
わって くる。 第8図 は,少 数の個体が復 讐度の平 均利 得を極 わずか上昇 させ る
役割 を している と仮定 した ときのシ ミュレー シ ョン結 果で ある。 ここで我 々は,
復 讐的態 度 に対 して平均利 得が0.1だけ上 回 るよ うな確信 的活動 をす るエー
ジェ ン トがいると仮定 してい る。 この ような少数の確信犯 的エージ ェン トがい
るだけで,規 範 の解体 を防 ぐことがで き,一 度確 立された規範 的態度 は維持 さ
れる。
逆 に規範 に関す る確信的 な態度 を取 るコアとな る少数 エージ ェン トが存在 し
な くなる。或 いは規範 に反す るもの を罰 しない ことを奨励す るよ うな態度 を持
つ少数 の個体が態度違反 を罰す る確信 的個.体よりも影響力が大 きくなるだ けで,
規範 は容易 に崩れ てい く。 この ような場 合の シ ミュレーシ ョン結果 は第9図 の



















持す るための二次的間接制御(ウコス トは,基 本となる態度をペイオフレベルで
16〔110)第164巻 第2号




















動かすために必要な罰金や補助金(1次 間接制御)に 対して非常に低いコス ト
ですむ。
2次間接制御としての連帯責任制度
ここで は規範違反 を罰す ることを しないエー ジェン トが ペナルテ ィを受 ける
メカニズムを,メ タ規範 によってではな く,何 らかの政策主体 の存在 を前提 と
した2次 間接制御 によって行われ るモデルを考えている。 これ は規範違反的態
度 を罰 しない ものを政策的 に罰す ることを意 味す る。 このよ うな2次 間接制御
としてのメ タサ ンクシ ョンのあ るシステ ムでは,そ のサ ン.クシ ョンが大 きけれ
ば,規 範 的態度 にエー ジェン ト集団を強力に ロックさせ る ことがで きる。 しか
も,実 際 に規律違反 をす る人間の比率が小さければその政策 コス トは極 めて小
さい。 しか し,こ のサ ンクシ ョ.ンは,規 律違 反を した人間を罰 しなか った人 間
をど うや って政策的 に見つ けるか とい う問題 がある。 これ に対す る一つ の解 は,
エージェ ン トが互い に互い を監視す るメ カニズムその ものを制度化 して,違 反
者 を罰 しない もの を罰す ることを集団の中で組織化 し,そ れ をサポー トす るこ
1
.., 規 範と制度化の階層的意思決定モデル.(111)17
とで ある。 これ は3次 の間接制御であ る。 この.3次の間接制御 に近 い制度化 は
歴史的 に江戸期の五人組や,様 々な密告制度の中に見 て取 る ことがで きる。だ
が このよ うな形での メタ ノルムの制度化は,今 日の我 々に とって容認 し難 い制
度設計であ ろ う。我 々は別の形の分散型の間接 制御 と,中 央型 の高次 間撞制御
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我々は状況に応 じて様 々な解釈とペイオフを与えられる代替案選択行為に対







まず,代 替案JA,B}を 選択す る利得が 自己 と同 じ選択 をす る人数 に応 じて
高 まると仮定 しよう。 これはゲー ム論 でい うコーデ ィネー ションゲームの ラン
ダムマ ッチ ング型の相互作用 に対 応す る。更 に各 エージェ ン トが 自分 と同 じ選
択 をす るエ ージェン トを評価 しそれを支持す る として,そ の ダイナ ミクスを含
めたエージェン トの行為モデ ルを考えたい。仮定か ら二つ の代替案A,Bに つ
いて,そ れ を選択す る人IIが増えれば,個 々のエー ジェ ン トに とって もその利
得 が大 きくなる し,そ の代替案 に対 して これをサポー トす る評価 的態度 を取 る
人の数 も増大 し,そ れが更 にその代替案.の利得 に も反映す る ことになる。
基 本代替案Aの 選択 をサ ポー トす る態度 を取 るエー ジェン トの人 口比率 は
PAsupで表され る。 ここでAを 選 ぶエー ジェン トをサポー トす るエー ジェ ン
トの平均利得EAsupは,代 替案Aの 人 口比率 に比例す るとす る。EBsupにつ
いて も同様で ある。 このモ デルぽ,仮 定か ら明 らかなよ うに一種 の自己強化型































こ の シ ン プ ル な 二 重 の 強 化 メ カ ニ ズ ム は,バ ン ド ワ ゴ ン効 果 と数 の 多 い 方 が
そ の 評 価 も高 い とい う効 果 が 加 わ っ た も の と見 な せ る。 次 に 我 々 は 流 行 の 循 環
・.現 象 の よ う に,態 度 の 変 容 が 循 環 プ ロ セ ス を 導 くよ う な 状 況 を モ デ ル 化 し よ う。
流行的な態度の循環型モデル
ここでは流行 の循環 に見 られ るよ うな,基 本的代替案.選択 とそれ に対す る相
互 評価的態 度が,一 種 の循環 を起 こす場合 についてそのモデル的構 造を明か に
したい。そ こで ある代替案 を選択す る態度が増 えて くるとその選択 その ものの
利 得が事後的に高 くなる一方で,そ の流行 に対す る評価 その ものは,流 行が進
む(対 象 となる代替案 を選択す る人 口が増大す る)中 で逆に低 くな るとい うモ
デ ルを考え る。 これは,流 行 に伴 うバ ン ドワゴ ン効果 と,流 行 に飽 きて別の も


























































こgモ デルでは,ゆ らぎが大 きな意味 を持 って くる。基礎 とな る代 替案選択
の人口比にゆ らぎがない場合 は,各 頂点で態度が ロ ックして しまう,或 いは極
端に学習速度が遅 くなる。 これ に対 して代替案の選択 態度 にゆ らぎがあ るとい
わゆる リ ミットサイクル的な軌道 を描 き,基 本 となる代替案間の流行 的循環 が,
その代替 案に対す る評価 的態度 の循環 と共 に生 じることがわか る。 これは,流
行 のよ うな現象で は,新 しい流行の芽が少数の前衛に よって出され ることが大
きな影響 を及ぼす可能性 を示唆 してい る。
2次間接制御としての支援
アクセルロ.ッドの言 うメタノルムは,規 範違反を罰 しない もの.を罰す る とい
う,非 常 に強 いメタ規範概.念であ る。だが メタ規 範をそのまま制度 化 しよ うと
す る と,先 に述べ た連帯責任制度の ように,歴 史的に捨 て去 った人々の心的 内












的規範は,時代に応 じて変化 し再構築される必要がある。これ らに対 して,教
育や知識の普及が果たす役割の重要性はしば しば指摘される。国連家族計画の




















































































ここでは協力や裏切 りの人口比率に応 じてその価値観(支 持的態度)を サポー
と　わ
離
規範 と制度化 の階層的意思決定モデ ル(117)23.
トす る 自 己 強 化 的 な ロ ッ ク イ ン効 果 も仮 定 して い る が,そ れ を 上 回 る 支 援 が 得











第14図 で は,.協 力 的 態 度 の 間 接 制 御 に よ る 支 援 効 果 が,ロ ッ ク イ ン効 果 を
上 回 る ケ ー ス を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し て い る 。 む ろ ん,こ の 間 接 制 御 効 果 が な け





















ためにメ タ規範 に於 ける規範違反者を罰す る態度 の替わ りに,規 範 的行為 を支
持す る態度 を含む意思決定の動 学 を考 える。即 ち協力 的行為(代 替案)に 対す
る正 しい知識の普及 によって,協 力 的行為 を支持す る態度が広が ってい くとい
うメ タノル ムモ デルを考 える。こ こで もIC,D}の替わ りにJA,BIと い う2
種の代替案が基本行為 としてあるが,基 本的態度の利得は囚人の ジレンマ型の
ものを採用 しているのでAを 協力的態度,Bを 裏切 り的態度 と呼ぶ。モデルで
は,.メタ分散 間接制御 レベ ルの変数 と して,協 力的態度に対す る正 しい知識 の
普 及を表す人 口動学 的変数PaKnowが尊人 され る。 この知識 の普及の ため に
三次 レベル の政 策的 間接制御 変数,polsupAが導入 され る。規範(分 散 間接
制御〉 レベ ルのサ ポー ト的態度 の意思決 定で は,サ ポー ト的態 度の平均利 得
EAsupに影響 を与 え る要 因 として,当 該 の代 替案 の人 口比率Paそ の ものの
ロ ックイン効果 と,知 識の普及効果 を想定 している。 ただ し知識 に関 しては正
しい知識の普及が協力 的態 度をサポー トす る態度 の平均利得 を高 くす る効果だ
けを想定 してい る。その上で,正 しい知識(PaKnow)の普 及に対す る3次 の























第15図 支 持 的 態 度 の 上昇 に伴 う協 力 解 へ の ロ ッケ
(119}25.
第16図 正 しい知識の普及による協力的行為をサポー トする態度の普及
26(120)・.第1伍 巻 第2号
第15図 で は,縦 軸が協 力的態度 に対 す る支持的態度 を取 るエー ジェ ン トの
人口比率,横 軸が裏切 り的態度 の人 口比率 となってい る、 ここで は,一 度裏切
り的な態度を取 るよ うにな って も,知 識が次第 に普 及す ると共に,支 持 的態度
が上昇 し,そ の結果再 び協力 的態度が上昇 してい くメカ.ニズムが 示されている。
史 に第16図 は縦軸 が協力 的態度 に対 す る正 しい知識 の普及で,横 軸が協力
的行為に対す るサポー ト的態度 の普及 を意味 してい る。結果的 に協力 的行為へ
のサポー ト的態度や協力 的行為 の比率が低い ところが らス ター.トした として も,
正 しい知識が普及するにつ れて,次 第 に協 力行為 をサ ポー トす る人口が増大 し.
て,最 後 には協力 的行為が 普及す るよ うになるのであ る。
V結 語
我々は基本的代替案とそれに影響を与える相互評価としての規範的態度(分
散間接制御)を 定式化 した。またそれに対するメタ評価や知識の層 をメタ分散
間接制御の層として仮定し,更に各々のレベルでの政策的間接制御 を.モデル化










































れ る内面的規範に関する管 理政策を捨 て,思 想信条の 自由を原則 とす る一方で,
特定の概念や知識を国民に普及するために,教 育や メディアの システムを通 じ
て知識の普及政策のチ ャンネルを確保 してきた。 これ も我 々の観点か らは一種
の高次間接制御 を行 って きたこ とになる。そ こで は多 くの場合何が普及され る
べ き知識であ るかにつ いての方 向づ けが予め なされていた。だがそれでは知識
その ものについての ダイナ ミク.スは得 られ ない。
今 日,経 済発展 を遂 げた国の多 くは,国 の差 を問わず社会の規範の多元化や
解体に悩 んでいる。社 会規範 の再構築 を教育や知識の取得 を核 として明示的な
形で制度デザイ ンで きるか は,我 々の社会 にとって大 きな課題 とな る。そのた
めには,.価値 や評価,規 範概念 を含 んだ制度化 に関す るモデ ルの探 究が必須 と
なる。その際に,ダ イナ ミックな規範や価値 の再構築 を可能 とし,我 々の知識
のあ りよ うが規範 的態度 に反映す るような.モデルの分析が重要 とな る。
我 々は,.一次 ルールの調整 による間接制御 の社会 システ ムモデルか ら,知 識
の獲得 や討議 を支援す ることで ダイナ ミックに価値や評価 を調 整す ることので
きる高次 間接 制御 のダイナ ミクスを取 り入れた社 会 システ ムモデルへの転換 の
可能性 を主張 したい。 「次 レベ ルの行為の相互評価や規範 的態 度を.直接支援す
るのではな く,正 しい知識 の普及が規範 に影響を及ぼすよ うな社 会的制度化が
重要になる というのが,我 々の モデルでの暫 定的な結 論 となる。 だが その際.に,
特定 の知識 を普及す るので はな く,知 識その ものを学 習 し,進 化 させ る枠組み
の支援 こそが重要 となる。 ネ ットワー ク社 会は新 しい情報技術 の発展 の中で,
知識 の進化 に関す る新 しい実験 を可能に しつ つある。 また コミュニケー ション
メカニズムの発展が,様 々 な集団の行為規 範の ダイナ ミクスに従来 にない影響
を与 えつつあ る』特 に内部モデ ルを共有 し,相 互参照す る ピアグループが イ ン
ターネ ッ トなど新 しい情報 コミュニケー ション環境 の影響で多元化 し,地 域や
共 同体 の枠 を容易 に擦 り抜 けるよ うになった ことは,地 域や共 同体 の規 範 に
とっては新た な危機 とも捉 えられるだろ う。 だが この非常 に流動的 な知識伝達
と共有の.メカニズ ムを うま く進化 させ,デ ザ イ ンす ることがで きれば,我 々は
廼1.し
規範と制度化の階層的意思決定モデル.(123)圏
法的 な行為制御 の ダイナ ミクス とは別 の,集 団 的規範 に関す る知の解釈学的循
環 と進化 による制御 の メカニズムを.発展 させ るこ とが可能 となるか もしれない。
この知識の進化の.メカニズ ムにつ いて今後,様 々な新 しい 口∫能性の実験が,国
の枠組み を越 えて も試 み られる必要が ある。 また既 にイ ンター ネ ッ トトでは,
その萌芽的試みが,様 々な代替案 に対す るネ ッ トワーク評価の成立 とい う形で
現 れ始めてい る。
成熟 した コ ミュニテ ィに通常見 られ る,互 いの行為のゆ るい相互チ ェ ックの
メカニ ズムに よる規範 は次 第に崩壊 しつつあ る。だがそれに替わ るシステムの
像 は明確 ではない。新 しい清報 コミュニケー シ ョン環境の もとで,知 識の進化
を.含む新 たな規範 的モデルが 明か になるには,よ.り詳細な規範の構造やその制
度 的 デザ インの議 論が モデ ルを通 じて様 々に論 じられ る必 要が ある(〔8〕.,
〔9〕,〔10〕)Q
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